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〔目的 1 ヒ トオキ シ トシ ン受容体（QTR ）潰伝子は妊

娠満期子宮筋 に て 強 い 転写 促進 を受ける 。 我 々 は 分

裂酵 kSを用 い た発現 ク ロ ー
ニ ン グを用 い こ の 転 写 調

節機構の 解明 を試 みた。　［方法〕OTR 遣伝孔 ヒ流一

1433 〜−／414bp （US −2領域）を 6 回タンデムに持 つ 応

答遺伝子pHISi − 1（US2 ）6を分裂酵母YM4271 に 導 入

した，、酵母One −hybrkl　system を用 いて 、　 GAL ．−4活

性化 ドメ イ ン の 下流 に 構築した ヒ ト分娩時子宮筋由

来c工）NA ラ イブ ラ リ
ー、1．4Lx107ク ロ

ー
ン を ス ク

リ
ー

ニ ン グ した。56個 の 陽性 コ ロ ニ
・一一

由来 の 分娩時

子 宮筋cDNA を 鋳 型 に 試験管内 で 蛋 白合成 し、パ ン

ドシ フ ト法 で OTR 遺伝子 と結合す るcDNA を得た 。

5’一， 3
’−RACEhe を併用 し全長 の塩基配列 を決定 し

た，RNA プ ロ ッ トに て 子宮 で の 発現を確認 した。

MCF −7細胞にOTR 遺伝
．
チ．ヒ流応答遺伝子 と共 に導入

して そ の転写 に 対する 影響を検 討 した。 【結果1 得

られたcDNA は 全長2，3kb，164個 の アミノ酸よ りな

る ロ イ シ ン ジ ッ パ
ー一

構造 を持 っ 新 しいDNA 結合 蛋 白

を コ
ー．

ドし、Mafと呼ばれ る 転写調節因子 フ ァ ミ

リ・一に属 した （UMaf ）。　 UM 訂 蛋白は OTR 遺伝ア上

流 と結合 した。非妊娠、妊娠子宮と も にUmaf

mRNA を発現 して い た。　 U　S−2領域を持つ OTR 遺伝

子 上 流 に 対 して 、UMFLF は転写 を促進 しなか っ た。

MCF −7細胞に おけ るC）TR 遺伝子 の転写 は エ ス トロ ゲ

ン、フ ォ ル ス コ リン、ホル ボ
ー．

ル エ ス テ ル の刺激 で

変動ぜずUMaf と の相乗作用も認めなか っ た。　〔結

論】分娩時子宮筋か らOTR 遺伝子結合蛋白をク ロ
ー．

ニ ングする 方法を確 立した。今 回 得 られたUMaf

は、OTR 遺伝子 と結合 し 子宮に発現する が、直接の

転写調節活性 を持 たず、他 の 転写調節因子 との 蛋 白

質間結合など を調 節す る と推察 さ れ る。
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を作製 した sを 人 一L1隣 門臓 （・・じSF） で 灌 渚己， 臼

金箍：極 で S神経 の 活動 を細胞 外 記録 し た ，acs 障 ．

〔〕丁等を 川 え ぐ神経 活 動 が 2儡 以 上変化 し た 場合，有

意 y：耐盛受 製1あ り と し た ．DS神糸苓へ の 0
・
「，　 Aの タジ」丿星

の 雌雄差・2）s神経へv）oT，　 oTR　a 凪 agon ］．vt

（O
’
VRA）　，低縣 濃 11芝に した と】¢ SF，　Aの 効呆 を 各 々 検 討

した ．

城 続 ラ ・洲 ・姻 （n
−
〔i2） か ら 21姻 の 榊 経 1、耡

を IT己録 で き た 一 ）S神経 への （｝T，　 Aの 効果 に 雌雄差

は な か ・
・ ノ：・2）S神経 の 2覇 が 10の 一6剰 ｛の 閾値 で

OTに 配：依 イ網 i感受 ドliを 示 し た ．う ち
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